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1. はじめに

　駅の券売機，銀行の ATM，コンビニの POSレジなど，
これまで産業機器を中心に使われていたタッチパネルは，
スマートフォンやタブレット端末，カーナビといった民生
機器にも広く採用されるようになり，タッチパネル関連の
市場が急速に拡大している。近年タッチパネルに求められ
る性能として，視認性や軽量化といったユーザビリティに
加え，マルチタッチ化が求められている。またブラウザ機
能やアプリケーションツールの高機能化によりディスプレ
イがさらに高精細化し，タッチパネルに求められる性能も
一段と厳しくなってきた。これまでは日本のタッチパネル
メーカが相対的に優位性を保ってきたが，近年は韓国・台
湾を中心とするアジア諸国の勢いが加速している。
　タッチパネルは多種多様な方式があるが，現在モバイル
端末に多く採用されている静電容量方式において必要不可
欠な部材の 1つが ITO（酸化インジウム・スズ）に代表さ
れる透明導電膜である。透明導電膜の下地となる基板は，
これまで主流であったガラス基板から，軽量，耐衝撃性お
よびフレキシブル性を有するポリマーフィルム基板へ移行
している。ここでは Roll to Roll方式による PETフィルム
上にウェットコーティングとドライコーティング技術を融
合して作製した透明導電フィルムを紹介する。とりわけ高
導電性かつ高透過率を両立させた ITO透明導電性フィルム
は，スマートフォンやタブレット PCなどに採用されてい
る静電容量方式のタッチパネルに最適である。

2. タッチパネル原理

　タッチパネルはタッチ操作の検出方式により，抵抗膜方
式，静電容量方式，光学方式，超音波方式，電磁誘導方式
などがあるが，各々一長一短があり，それぞれの特徴を生
かした分野に用いられる（表 1）1)。これらの中で，モバイ
ル端末については，抵抗膜および静電容量方式が主力とな
る方式である。抵抗膜方式は，低価格，量産性，低消費電
力やペン入力・手袋着用のまま操作可能な点で他の方式に

優れているため，PDA，携帯ゲーム機，OA，FA，POSな
どに用いられている。パネル構成は透明電極膜を形成した
フィルムとガラスをわずかな隙間を設けて貼り合わせた構
造のタッチパネルである（図 1）。指でフィルム面を押す
と，下部のガラス面の電極膜と接触して電流が流れるの
で，それにともなう電圧変化をとらえ，タッチ位置を検出
する方式である。感圧式なのでペン入力にも対応し，構造
がシンプルかつ低コストで実現するのがメリットのため，
カーナビやゲーム機などの小型～中型機器で広く採用され
ている方式である。
　一方，投影型静電容量方式タッチパネルを搭載したス
マートフォンやタブレット PCの登場以来，タッチパネル
の操作性の良さや豊富なアプリケーションが人気を呼び，
静電容量タッチパネル搭載機器の市場が拡大している。技
術トレンドとしては，インセル (in-cell)，オンセル (on-sell)，
OGS (One Glass Solution)，そしてフィルムセンサーが挙げ

表 1.　タッチパネルの各種方式
検出原理 内　　　　容

抵抗膜式

従来，最も多用されてきた方式。透明導電膜を形成
させたフィルムとガラスを隙間を設けて貼り合わせ
た構造。フィルム面を指やペンで押すと，電極どう
しが接触して電流が流れることからタッチ位置を検
出する。アナログ式とデジタル式がある。

表面型静電容量方式
パネル全面に電界を加えておき，指でタッチすると
静電容量が変化するので，そのタッチ位置をパネル
4隅の電極から検出する。

投影型静電容量方式

X軸方向・Y軸方向の 2層の透明電極層を絶縁層を
はさんで重ね，タッチ位置を電極間の静電容量の変
化から検出する。高精度でマルチタッチ（多点検
出）に対応できるため，スマートフォンなどのモバ
イル機器に採用されている。

光学方式

大型パネルに使われる赤外線光学イメージング方式
が主流である。パネルを指で触れると，赤外線LED
から照射された光がさえぎられるので，これをイ
メージセンサでとらえ，三角測量と同じ原理で位置
を検出する。

超音波方式

パネル表面に超音波表面弾性波 (SAW)を発生させ
ておき，画面に触れると表面弾性波が減衰するの
で，これをセンサでとらえてタッチ位置を検出す
る。コンビニの POS端末や銀行のATMなどの，据
え置き機器に採用されている。
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